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平成23年7月 東京都VOC対策セミナー

ＶＯＣ排出抑制の自主行動計画
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はじめに
1.国の自主行動計画
2.自主的取組支援ボード
3.自主的取組を更に進めていくために

おわりに



はじめに
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○自主的取組の普及拡大のための４ステップ

制度を知る

• ＶＯＣ対策の目的

•自主的取組の利点

対策をとる

•対象発生源・対象物質を決める

•簡単にできる対策から始める

• コスト削減、作業環境改善のメリットも

データ化する

•排出量を把握

•数値化して管理

•削減計画を立てる

報告する

•努力の成果を経済産業省に報告する（推
奨）

•業界団体または当協会を経由

様々な支援
ツール



ベストミックス
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法規制 自主的取組

VOC規制＝わが国初の「ベストミックス」施策

・確実、かつ、公平に削減が行われる
・ばい煙、自動車排出ガス対策などで実績

・事業者の創意工夫で柔軟な対応が可能
・費用対効果が高い
・「有害大気汚染物質の自主管理」で実績

 法規制と自主的取組の組み合わせ
 自主的取組を促進することを基本とし、法規制は限定的に適用
 Ｈ１２年度を基準に、Ｈ２２年度までにＶＯＣ排出量を３０％程度

削減
 目的は、ＳＰＭと光化学オキシダントによる大気汚染を相当程度

改善



NO2 + O2  → NO + O3
NO2 + O2 ← NO + O3 （逆反応）

ＶＯＣが存在すると…

NO2 + O2 → NO + O3
（NO2 + O2 ← NO + O3 ）

NO2 + RO・ ← NO + RO2・

O3

O3

オゾン濃度は平衡状態で安定する オゾンを「消費」する逆反応が阻害
されて、オゾンが増える

NO2

O２

NO2

O２

競
合

VOCの
過酸化物

ＶＯＣがオゾンを増加させる

ＶＯＣがオゾンを増加させる



VOCとオゾン生成

出典：秋元 肇ら

VOCがない場合 VOCが存在する場合



有機粒子の生成の例（なぜ気体のＶＯＣが粒子化するのか）（１）

蒸気圧： 89 mmHg
沸 点： 83 ℃シクロヘキセン

＋オゾン 中間体：過酸化物



有機粒子の生成の例（２）

アジピン酸

蒸気圧： 0.0728 mmHg
沸 点： 337.5 ℃

光化学反応により
物性が変化
・蒸気圧が下がる
・沸点が上がる

中間体：アルデヒド

ガスが粒子化



1-1. 情報公開と検証性を内包した自主的取組
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大気汚染防止法 第１７条の２（施策等の実施の指針）
揮発性有機化合物の排出及び飛散の抑制に関する施

策その他の措置は、この章に規定する揮発性有機化合
物の排出の規制と事業者が自主的に行う揮発性有機化
合物の排出及び飛散の抑制のための取組とを適切に組
み合わせて、効果的な揮発性有機化合物の排出及び飛
散の抑制を図ることを旨として、実施されなければならな
い。

大気汚染防止法 第１７条の１３（事業者の責務）
事業者は、その事業活動に伴う揮発性有機化合物の大

気中への排出又は飛散の状況を把握するとともに、当該
排出又は飛散を抑制するために必要な措置を講ずるよう
にしなければならない。
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1-2. 自主的取組の枠組み（国の自主行動計画）

助言

調査

調査

報告

集計・報告

集計・報告

省庁・自治体・公益法人等に
よる支援

VOC含有製品の製造等に係
る業界団体等による協力

事業所
・対策の推進
・排出量の把握

自主的取組参加企業
・自社の自主行動計画の策定
・排出量の推定・把握（事業所のまとめ）
・適切な対策の推進（事業所のまとめ）

業界団体
(社)産業環境管理協会

・排出量の集計
・業界団体単位での自主行動計画
（参加企業のまとめ）

・適切な対策の推進のための協議

経済産業省
・自主的取組に関する「指針」の提示
・業界団体単位での計画及び実績の把握
・助言 ・必要な施策の実施

産業構造審議会WG ※

必ず実施すること

必要に応じて適宜行うこと

助言
施策提言

集計・報告

主役は企業・事業所
業界団体はまとめ役

※産業構造審議会 環境部会 産業と環境小委員会、
化学・バイオ部会 リスク管理小委員会 産業環

境リスク対策合同ワーキンググループ



1-3. VOC自主的取組参加団体（H22年度）

４３団体、９，９８０社が参加

昨年度に比べ、
4団体、242社の

増加



最終目標

1-4. 自主行動計画における全国の排出量の推移（経済産業省）



2-1. 自主的取組支援ボード

業界団体に未加盟の企業が自主的取組に参加し、
排出量等を報告するための受け皿として設置
（H19.10.1）
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→ステップ１会員：まずは自主的取組を理解する。自社の排出
実態把握、何ができるのか（技術やコスト等）を検討。その結果、
自主的取組への参加・不参加を判断

「業界団体に所属していない」企業等のVOC排出

量報告をまとめ、「（社）産環協の自主行動計画」と
して経済産業省に提出すること。

自主的取組の方法論について、適宜、情報提供
や助言を行うこと。

→ステップ2会員：排出量報告
（＝自主的取組参加）を目指す

Step Up!!

機能１：報告の
受け皿

機能２：助言

ステップ１会員（事前検討会員）

2-2. 自主的取組支援ボードの2つの役割と会員区分

ステップ2会員（排出量報告会員）

東京都のVOC対策アドバイザー事業の利用により、各事業所の実態に適
したアドバイスが受けられます。
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支援ボード参加状況（H23.3.17現在）

会員区分 19年度報告
（18年度実績）
第6回産構審WG

20年度報告
（19年度実績）
第7回産構審WG

21年度報告
（20年度実績）
第8回産構審WG

22年度報告
（21年度実績）
第9回産構審WG

ステップ1（事前検討会員） １社 ４４社 ６１社 ６７社

ステップ2（排出量報告会員） ６社 １４社 １９社 ２１社

合計 ７社 ５８社 ８０社 ８６社

自主行動計画への報告社数 ３社 １１社 ２１社 ２７社

2,750 2,700 2,660

2,200

1,420

1,840

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

12年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

（社）産業環境管理協会の自主行動計画（排出量の推移）（トン/年）

最終目標

2-3. 支援ボード参加状況と自主行動計画



ＶＯＣ排出量の低減傾向を鑑みれば、以下のとおりとすることが適当と考
えられる。

１．削減目標について

新たな削減のための数値目標は設定しないが、法規制と自主的取組を
組み合わせたVOC 排出抑制制度を引き続き継続する。

２．排出状況のフォローアップについて

今年度で自主行動計画は終了となるが、引き続き、業界団体からの報告
の仕組みを活用し、平成２３年度以降の排出状況を把握する。

① 新たな削減目標は設定せず、現在のＶＯＣ排出抑制制度は継続する。
② ＶＯＣ排出状況については引き続きフォローアップする。
・ＶＯＣ総排出量の把握を今後も継続して実施
・ 一般環境におけるＶＯＣを構成する各成分の濃度の測定を今後も継続し
て実施

3-1. 平成23年度以降のVOC対策の枠組み
Ｌ〇産業構造審議会 産業環境リスク対策合同WG（第9回：H23.3.23)

〇産業構造審議会 産業環境リスク対策合同WG（第9回：H23.3.23)
資料５ ＶＯＣ排出抑制に関する平成２３年度以降の取組について（抜粋）

Ｌ〇産業構造審議会 産業環境リスク対策合同WG（第9回：H23.3.23)

〇中央環境審議会 ＶＯＣ排出抑制専門委員会（第14回：H23.6.2）
資料３ 次期ＶＯＣ対策のあり方検討ワーキンググループ報告（案）（抜粋）



3-2. 自主的取組の有効性

・VOCは様々な業種で使用
（塗装、印刷、洗浄、接着、クリーニング、給油…）

・VOCの発生源となる工場内の工程も多様
・特定の排出口以外からも排出
（窓、出入口、屋外塗装…）

・VOCを使用する事業所の多くが中小企業

・排出口の濃度を下げるだけでなく、排出量を削減す
る多様な手法を組み合わせることができる。

・やりやすい所から費用対効果の高い削減手法を選
択できる。
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VOC排出抑制の手引き及び参考資料
 「VOC排出抑制の手引き」・「同参考資料」第2版をH18.5に公表

自主的取組に参加しやすいように、具体的に何をすればよいのか、どのような対
策手法があるのかを、わかりやすく説明
・法規制と自主的取組のあらまし
・ＶＯＣ排出量の算出方法
・ＶＯＣ製品中の溶剤成分の把握方法、など

経済産業省、（社）産業環境管理協会のホームページにて公開
http://www.meti.go.jp/policy/voc/dlguide.html
http://www.jemai.or.jp/japanese/tech/voc/index.cfm

 「手引き」・「同参考資料」第3版を作成
（H22.10 ）
・支援措置などの最新情報
・有用な文献・ＨＰ情報、などを加味して
改訂

3-3. 対策技術を検討できる情報源
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環境省によるマニュアル作成（17～18年度）

東京都VOC対策ガイド
工場内編、屋外塗装編（17年度）

問い合わせ先：
東京都環境局

問い合わせ先：
（社）産業と環境の会

問い合わせ先：
（社）日本印刷産業連合会

問い合わせ先：
日本産業洗浄協議会

塗装 印刷 洗浄

一般に優先的に検討されると思われる、安価で適用しやすい
「工程内対策」について、以下のガイドマニュアルが作成・公表
されている。対策効果、コスト等にも言及されている。

◆東京都対策ガイド http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/air/air_pollution/voc/index.html
◆環境省マニュアル http://www.env.go.jp/air/osen/voc/voc.html

3-4. 対策技術を検討できる情報源
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実際にやってみた自主的取組事例に関する情報が、国、地方
自治体、各種業界団体等がまとめた事例集として公開されてい
ます。

3-5. 対策技術を検討できる情報源（取組事例集）

◆近畿経済産業局事例集 http://www.kansai.meti.go.jp/3-6kankyo/downloadfiles/VOC/h21voc_houkokusyo_jireisyu.pdf

◆関東経済産業局事例集 http://www.kanto.meti.go.jp/tokei/hokoku/data/20100415VOCex.pdf

◆中部経済産業局事例集 http://www.chubu.meti.go.jp/kankyo/data/zireisyu.pdf

◆環境省事例集 http://www.env.go.jp/air/osen/voc/jirei1/index.html
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 自主的取組がスタートして以来、経済産業省、環境省、自治体、産業界等が様々
な支援を実施

 事業者が実施した取組事例が、事例集や各種報告書等で公表されている。
 このうちホームページで公開されている取組事例、約３００をデータベース化した。

経済産業省ホームページにて公開
http://www.meti.go.jp/policy/voc/dlguide.html

データベースのイメージ

業種、ＶＯＣ種類、排出量、排出箇所、実施対策、
削減効果、コスト、出典資料名、ＵＲＬなど

3-6. 対策技術を検討できる情報源（取組事例データベース）

http://www.meti.go.jp/policy/voc/dlguide.html�
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 排出量算出に時間を要することが課題であったので、その実態を調査した。
 アンケート：発送240、回収98、うち大気排出あり＝79事業者。
 物質収支43％、排出係数24％、物性値から理論計算1%、実測11%、複合20％。

 8割の事業者は、3日以内で排出量計算ができている。
 手計算では、日数がかかるケースが多い。

日本自動車車体整
備協同組合連合会
が公表している表
計算ソフトが、効果
をあげている。
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3-7. 排出量算定の難易度に関するアンケート分析
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 平成17年度から各経済産業局がVOC排出抑制普及啓発セミナーを開催
 当初はセミナーアンケートで、「ＶＯＣ対策を実施する上での課題は何か」との問

に対し、「どのように対策したらよいのかわからない」という回答が多かった。
 年数を経るに従ってその割合が減少傾向にあることは、対策に関する情報が周

知されてきたものと推測される。
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3-8. セミナー等による情報発信の効果



（問） VOCの自主的取組を進めていくために、貴社では何が
課題であると思われますか。

（答） (Ｈ22年度セミナーアンケート（４か所で実施）から)

3-9. 自主的取組を進めるための課題



おわりに. まず始めてみよう、ＶＯＣ対策
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おわりに. 自主的取組によりVOC対策を実施する動機付け

【メリット】
◆環境配慮努力が、国により第三者検証を受ける形で報告できる。
◆社会的に環境配慮企業であることを示すことができる。
◆良好な作業環境の確保、周辺環境の改善
◆コストメリット
◎溶剤の削減、回収、廃棄物の削減を通じて、コストメリットが出る
ことがある。

関係者と連携して、更にＶＯＣ削減を進めましょう。
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